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テーマ 橋梁の長寿命化 

事業分野 道路－維持管理運用 

自治体の橋梁長寿命化修繕計画策定 

目的  
 

高度経済成長期に膨大に建設された橋梁の多くは、今後更新時期を迎え、更新費用の集中化が予

想されています。また、道路行政に対する住民ニーズも多様化しており、その機能・役割を明確に

したうえで、より合理的かつ効率的に橋梁の維持・更新を行うことが求められています。 

そこで、自治体が管理する道路橋について、これまでの対症療法的な修繕・更新から予防的な修

繕へ転換し、橋梁の長寿命化を目指した「長寿命化修繕計画」を策定します。 
 

上記のような状況のもと、国土交通省において「長寿命化修繕計画策定事業」が創設され、

平成 19 年度から 5 年間※1に長寿命化修繕計画を策定する自治体に対し計画策定費用の補助を

行うこととしており、さらに、平成 24 年度※2 以降は、修繕・架替えへの補助は当該計画に基

づくものに限定するとしています。 

このようなことからも「長寿命化修繕計画」を策定することは、自治体にとって必要性の高

いものと認識します。 ※1：市町村は 7年間  ※2：市町村は平成 26 年度以降 
 
 
 

内容  
 

個
々
の
橋
梁

橋梁諸元の整理 地域・利用特性 道路ネットワーク

状態把握（簡易点検・既存資料）

維持管理シナリオの設定

対策方法の設定

長寿命化
修繕計画策定

修繕・更新計画

点検・モニタリング計画

長寿命化の基本方針策定

 ■ 道路ネットワークの安全性・信頼性の確保
 ■ 今後の修繕・更新費の縮減・平準化

 

表－長寿命化修繕計画アウトプットイメージ 

H19 H20 H21 H22 ・・・
A橋 1965 予防的 桁等-塗替え、・・・ ○ ○○円
B橋 1933 緊急 ○
C橋 1985 予防的 桁等-電気防食 ○ △△円
・・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ○
・・・・ ・・・ ・・・ ・・・
Y橋 2001 将来予防的 （点検） ○
Z橋 1952 予防的 床版-上面増厚、・・・ ○ ●●円

コスト
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日本工営株式会社 
内容に関するご質問は、以下のページからお問い合わせ下さい。     

お問合せ 
URL  http://www.n-koei.co.jp/contact/ 

 

 



自治体の橋梁長寿命化修繕計画策定 

08-25 

 

技術ポイント  
 

● 多くの橋梁点検や構造物診断の実績を有する技術者により、的確でかつ効率的な橋梁の状態評

価（現地での簡易点検、健全度評価）を行います。 ⇒ 【方針１】 

● 地域特性・架設環境など劣化要因や機能・役割に関する特性を十分に把握したうえで長寿命化

修繕計画を策定します。 ⇒ 【方針２】 

● 実効性のある具体的な計画とするため、修繕内容・時期の設定だけではなく、今後の点検・モ

ニタリング計画、運用の仕組み（PDCA を実践）まで立案します。 ⇒ 【方針３】 

 

事業の流れ[当社の実施範囲]  

 

１年あるいは２年程度で実施（対象橋梁の数・架設条件等により） 数年間で実施（１～４年程度）

橋梁長寿命化の基本方針策定

長寿命化修繕計画の効果把握

個々の橋梁の修繕計画策定

長寿命化修繕計画の公表資料作成

■ 自治体としての「橋梁維持管理」における基本方針設定

■ 基礎データの収集・整理（簡易点検の実施）
■ 各橋梁の基礎データに基づき、維持管理シナリオを設定
■ 各橋梁のシナリオに基づき、修繕計画を策定

■ コスト縮減額や安全・信頼性に関する指標の算定

■ 長寿命化修繕計画の内容、実績、予定等を分りやすく整理

長寿命化修繕計画策定の目的の明確化

重要な道路ネットワーク上の橋梁の選定

■ 地域・利用特性、橋梁管理状況等を定量的・定性的に把握

■ 道路ネットワークの視点から、特に重要となる橋梁の抽出
■ 基礎データ収集橋梁の選定、収集優先度設定

順次、対象橋梁に対し、データ収集、
管理計画策定、効果把握、

公表資料作成、委員会運営を実施

委
員
会
の
運
営

【方針１】
橋梁技術者による的確かつ
効率的な状態評価の実施

【方針２】
劣化要因や機能・役割に
関する特性の十分な把握

【方針３】
実効性のある

具体的な計画策定

【方針３】
PDCAを実践するべく、
運用の仕組みまで立案

長寿命化
修繕計画策定

対策の実施 点検・モニタリング
実施効果評価

計画の改善

D
C

AP

 
 

補助メニュー等  
 

◆ 橋梁等のリスクマネジメントの構築 

⇒地震発生時に緊急輸送路の機能を確保するため、どのようなリスクをどの程度抱えているか

を把握・評価し、補修の優先順位を評価します。 

◆ コンクリート構造物の簡易診断 

⇒劣化診断ソフト、簡易診断 BOX、簡易塩分測定などにより、効率的で簡易に構造物を調査・診

断いたします。 
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